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ズームズーム
県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（fukuren@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

浜通り
遠野町商工会

県中・県南
玉川村商工会
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【事業所紹介】
　当店は、祖父の代に現在地であるいわ
き市遠野町入遠野地区にて創業、約100
年の歴史を持つ老舗菓子店です。和菓子
の製造小売を中心に、既成菓子やパン、飲
料品、目の前が小学校ということもあり、
学校事務用品の販売も行っております。
　当店の一番人気は「柿まんじゅう」で
す。丁寧に干した柿の中に、白あんをたっ
ぷり詰め、外側を羊羹でコーティング。柿
本来の濃厚かつ爽やかな風味が特長で
す。全国菓子博覧会で金賞を受賞しております。
　他にも、生クリームたっぷりの「とろ～りメープルプリン」や、フランス
産クリームチーズをふんだんに使った「チーズプリン」といった洋菓子
も製造しており、お客さまからは「和菓子屋が作る洋菓子」として好評

池があり、まるで湖の上で食事をしているかのような景観も当店
のセールスポイントです。特に桜の
季節には、ため池の周りに植えてあ
る桜を見ながら食事を楽しめます。

【創業の動機】
　私自身は石川町に住んでおりまして、地元の農家さんからお野
菜を頂いたときに料理にしてお返しすることが多かったのですが、
その時に頂いた野菜が「形が少し曲がっているから規格外になっ
ちゃうんだよね…」という声があり、せっかく地元の農家さんが生
産した野菜の一定割合は、規格外野菜として廃棄されてしまう現
実を知りました。そのような中、自分が地元の活性化や農家さんの
ために何ができるかを考え飲食店を始めました。そのため、当店
の野菜の一部は規格外野菜を利用しております。

【商工会支援内容】
　創業に向け、商工会に補助金申請の相談に行った事がきっかけ
となり、石川地区広域の創業セミナーを受講しました。専門家との
創業計画書のブラッシュアップも行えた事で、地域課題解決型補
助金の申請や創業融資の申込みを進めることができました。補助
金申請には、プレゼンも必要だったため、地元商工会の経営指導
員を始め、中通り広域指導センター所長や主任広域経営指導員な
ど多くの方々にご協力頂き、プレゼンの練習を行い、無事採択とな
りました。実際開業するまでの間も許認可申請や店舗経営・オペ
レーションについて話し合ったり、プレオープンの際に接遇・接客
マナー等のチェックを行ったりなどの支援を頂きながら、今年の3
月に開店することができました。

【今後の目標】
　食の安全が大きな社会問題となっている現在、日本人の食生活
は、従来日本人が口にしてきた食事と大きく変化し、保存料などの
添加物が入ったものや加工食品がメインとなり、食の欧米化がま
すます進んでいると言われています。それに伴い生活習慣病にか
かる人も年々増加しているのが現状です。今後、社会全体として健
康と食事の大切さの風潮が高まっていく中、地場で収穫された新
鮮な野菜の提供をすることで、
地域の皆様に愛されるお店作
りをしていきたいと思っており
ますので、お近くにお立ち寄り
の際にはぜひご来店お待ちし
ております！！

【事業所紹介】
　当店は石川郡玉川村川辺
の国道118号線沿いで、親戚
が約40年レストランを営んで
いた店舗を改装して令和5年
3月に開業しました。顔の見え
る地元の農家さんから直接仕
入れた旬の野菜をメインに
使った健康によい手作りの創
作料理を提供しています。ラン
チメニューは2週間ごとに見直
しを行い、様々なバリエーショ
ンを楽しんでいただけるよう
工夫しております。また、建物
の背後を取り囲むようにため

を頂いております。
　「幸せづくりのお手伝い」をモットーに、一人でも多くのお客さまに
スイーツを食べて幸せになって
もらいたい、その一心で和菓子
も洋菓子も、ひとつひとつ丁寧
に手作りしております。

【経営方針等】
　当店の菓子を食べたその先にある「おいしい笑顔」を常に心に留め、
「昔ながら」の伝統の味を継承しつつ、「新しい」ものにも積極的に取
り組み提供し続けていくことを常に考えております。

【商工会支援内容】
　主に市内のイベント出展支援、記帳指導や税務支援を受けておりま
す。町の人口減少、原発事故による風評被害の影響が大きく、このまま
では自分の代で潰してしまう…という懸念から、積極的に補助金申請
や販路開拓に向けての事業計画策定に懸命に取り組んできました。そ
の結果、「いわき市中小企業・小規模企業経営発達補助金」は採択さ
れ、新商品を開発するための機械導入やパッケージデザインの作成、
テストマーケティングなどの事業展開へ繋げていくことができました。
　この補助金申請をきっかけに、当店のPRにと、「Googleビジネスプ
ロフィール」を勧められ、早速登録。基本情報や主力商品を載せただけ
でしたが、タイミングよく、広域連携事業で行っていた各地自慢の商品
を集めた「お取り寄せギフト」のチラシに当店の商品が掲載されてい
たことが相まって、アクセス数が一週間で1万ビュー超えと驚異的な数
字となりました。チラシが入った2か月間の売上は、コロナ禍であった
のにもかかわらず、過去2年間の同月を大幅に上回りました。
　このように大きな効果として表れているので、今後とも商工会の協
力を頂きながら、事業計画やSNS活用に邁進していきたいと思ってお
ります。

【今後の目標】
　これからも今まで通り、地域に根
差した菓子店であり続ける努力は
怠りません。社会変化やニーズに応
えながら、新商品開発をしつつ、伝統の味、和菓子の文化を継承し続け
たいと思っております。
　苦手分野でもあったSNSにも積極的に取り組み、お客さまに多くの
情報を上手に発信していきたいと考えております。
　いわき市にお越しの際は、山間ではありますが、ほっとする遠野にお立
ちよりいただき、当店のお菓子で笑顔になっていただければ幸いです。

塩屋菓子店
代 表　平子　裕道 氏
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計
画
作
成
支
援

❷�

伴
走
型
経
営
支
援
の
推
進

❸�

経
営
支
援
事
例
の
共
有
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
に
よ
る
伴
走
型
経
営
支
援
の
推
進

❹�

商
工
会
館
の
防
災
力
強
化〔
継
続
強
化
〕

❺�

リ
ス
ク
に
備
え
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

強
化〔
継
続
強
化
〕

六
、�商
工
会
の
経
営
支
援
体
制
の
強
化

❶�

商
工
会
の
組
織
基
盤
の
強
化〔
継
続

強
化
〕

❷�

商
工
会
職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進

〔
継
続
強
化
〕

❸�

商
工
会
の
生
産
性
向
上
と
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
通
し
た
会
員
支
援
の
充
実

〔
継
続
強
化
〕

商
工
貯
蓄
共
済
表
彰

○
目
標
達
成
商
工
会

国
見
町
、飯
野
町
、石
川
町
、平
田
村
、常
葉

町
、西
郷
村
、南
会
津
町
、湯
川
村
、三
島

町
、葛
尾
村
、小

高
、内
郷
、遠
野
町

○�

連
続
目
標
達
成
商

工
会

湯
川
村（
五
年
）

伴
走
支
援
の
強
化
に
よ
る
、力
強
い
ふ
く
し
ま
の
商
工
業
再
生
を
目
指
し
て

第
六
十
三
回 

通
常
総
会・臨
時
総
会

第
二
位 
飯
野
町

第
三
位 
北
塩
原
村

（
優
良
職
員
）

○�

職
員
資
質
向
上

穴
澤
竜
也（
県
連 

中
小
企
業
診
断
士
）

鈴
木
翔
太（
本
宮
市 

二
級
F
P
技
能
士
）

商
工
会
職
員
等
報
奨
制
度
表
彰

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
賞

西
白
河
郡
南
部
地
区
商
工
会

広
域
連
携
協
議
会

「
事
業
承
継
支
援
の
取
組
み
の
強
化
」

　
事
業
承
継
に
お
け
る
親
族
内
承
継
、従

業
員
承
継
に
加
え
、よ
り
高
度
な
第
三
者

と
の
M
&
A
承
継
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
に
、広
域
連
携
の
伴
走
支
援
体
制
の

充
実
強
化
を
図
り
な
が
ら
、福
島
県
中
小

企
業
診
断
協
会
と
業
務
提
携
を
締
結
し

て
、地
域
の
事
業
承
継
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
こ
と
は
、他
の
商
工
会
の

模
範
と
な
り
、「
事
業
承
継
」と
い
う
難
し

い
課
題
へ
取
り

組
む
契
機
と
な

る
も
の
で
す
。

表彰（飯舘村）

表彰（西白河郡南部地区商工会広域連携協議会）

表彰（内郷）
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だより女性部

だより青年部

　
商
工
会
会
員
の
み
な
さ
ま
こ
ん
に

ち
は
、福
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で

コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
石
田

と
申
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ま「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
よ
ろ
ず
」と
あ

る
通
り
、創
業
か
ら
、成
長
の
悩
み
、

成
熟
後
の
悩
み
、引
際
の
悩
み
等
々
、

事
業
経
営
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相

談
を
承
る
国
の
事
業
拠
点
で
す
。な

お
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
悩
み
に
対
し
て

よ
り
適
切
で
専
門
的
な
知
見
を
持
つ

他
の
公
的
支
援
機
関
と
の
連
携
や
橋

渡
し
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
さ
て
、今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
経
営

に
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
」で
す
。

　
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
と
は
、車
の
前
に

あ
る
→
で
す
。こ
の

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を

み
な
さ
ま
の
事
業

に
も
、上
手
に
設

置
し
ま
せ
ん
か
と

い
う
の
が
本
コ
ラ

ム
の
主
旨
に
な
り

ま
す
。

　
ま
ず
例
に
、ス

ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー

し
か
な
い
車
の
運
転
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
み
ま
す
。

　
あ
る
一家
が
遠
方
へ
旅
行
に
行
く

た
め
、車
で
出
発
し
ま
す
。家
の
近
く

で
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
、制
限

速
度
を
守
り
ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み

ま
す
。し
ば
ら
く
し
て
運
転
す
る
お

父
さ
ん
は
、ふ
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

「
ガ
ソ
リ
ン
は
目
的
地
ま
で
足
り
る

か
な
？
」「
エ
ン
ジ
ン
の
調
子
は
今
は

良
い
け
ど
故
障
し
な
い
か
な
？
」。で

も
、い
く
ら
心
配
し
て
も
車
に
は
ス

ピ
ー
ド
メ
ー
タ
ー
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ソ
リ
ン
の
量
や
車
の
調
子
を
お
父

さ
ん
は
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。車
が
家
族
の
期
待
に
応
え
目
的

地
に
無
事
到
着
で
き
る
か
は
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
す
。

　
こ
う
し
た
心
配
を
無
く
し
、事
前

に
問
題
に
気
づ
け
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド

メ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
燃
料
計
な
ど

が
車
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
車
を
事
業
に
置
き
換
え
て
み
ま
す
。

　
事
業
経
営
の
上
で
、み
な
さ
ま
が

最
も
意
識
す
る
の
が
売
上
や
利
益
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ら
は
日
々

の
事
業
経
営
の
結
果
と
し
て
獲
得
さ

れ
、車
に
例
え
る
な
ら
ア
ク
セ
ル
を

踏
ん
だ
結
果
の
ス
ピ
ー
ド
と
考
え
て

良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
で
、先
ほ
ど
の一家
の
例
と
同

様
に
考
え
て
み
る
と
、今
は
順
調
な

ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
る（
売
上
が

あ
が
っ
て
い
る
）か
ら
と
言
っ
て
、こ

の
先
も
順
調
に
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
維

持
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。燃
料（
例
え
ば
資
金
や
人
材

等
）は
尽
き
か
け
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
事

業
経
営
に
お
い
て
も
車
の
燃
料
計
と

同
じ
役
割
を
果
た
す
も
の
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
き
、

事
業
の
状
態
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
考
え
方
に「
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア

カ
ー
ド（
も
し
く
は
バ
ラ
ン
ス
ト
・

ス
コ
ア
カ
ー
ド
）」と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　「
バ
ラ
ン
ス
・ス
コ
ア
カ
ー
ド
」は
時

間
軸
を
意
識
し
た
四
つ
の
視
点「
①

財
務
の
視
点
」、「
②
顧
客
の
視
点
」、

「
③
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
」、「
④

学
習
と
成
長
の
視
点
」で
事
業
の
状

態
を
把
握
し
ま
す
。

　「
①
財
務
の
視
点
」は
、売
上
や
利

益
等
い
わ
ゆ
る
財
務
指
標
の
視
点
で

す
。注
意
点
は
こ
れ
ら
が
過
去
の
事

業
経
営
の
結
果
を
表
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
こ
と
で
す
。

　「
②
顧
客
の
視
点
」は
、現
在
の
顧

客
に
関
す
る
視
点
で
す（
顧
客
満
足

度
指
標
等
）。こ
れ
ら
は
正
に
現
在
の

事
業
の
状
態
を
示
し
近
い
将
来
の
①

に
影
響
し
ま
す
。

　「
③
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点
」は
、

社
内
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
視
点

で
す（
効
率
性
、品
質
指
標
等
）。こ
れ

ら
は
近
い
将
来
提
供
さ
れ
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え
、近
い
将

来
の
②
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　「
④
学
習
と
成
長
の
視
点
」は
、

従
業
員
や
組
織
に
関
す
る
視
点
で
す

（
能
力
・
ス
キ
ル
指
標
等
）。こ
れ
ら

は
従
業
員
の
仕
事
そ
し
て
③
に
影
響

し
、将
来
の
②
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
四
つ
の
視
点
か
ら
バ
ラ

ン
ス
よ
く
事
業
の
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
で
過
去
の
成
果
や
短
期
的
視

点
の
み
に
囚
わ
れ
ず
、中
長
期
的
に

安
定
し
た
事
業
経
営
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
実
際
に「
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー

ド
」の
考
え
方
を
導
入
す
る
際
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
の
関
連
性
を
考
慮

し
な
が
ら
各
視
点
ご
と
に
鍵
と
な
る

指
標
を
ま
ず
は
二
つ
程
度
と
す
る
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。ま
た
で
き
る
だ
け

定
量
的
で
簡
易
に
評
価
で
き
る
指
標

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
管
理
の
た
め
の
手
間
が
本
業
を
圧

迫
す
る
よ
う
で
は
本
末
転
倒
に
な
り

ま
す
の
で
。福島県よろず支援拠点

コーディネーター

石田　　篤
	 https://f-yorozu.jp/
	 024-954-4161（郡山）
	 024-525-4064（福島）
	 yorozu@f-open.or.jp
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　第56回福島県商工会女性部連合会通常総会は、令和5年5月10日・11日 磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」にて
開催され、内堀県知事、轡田県連会長、菅野県青連会長をご来賓に迎えました。県内88商工会から222名の女
性部長・部員が参加しました。通常総会では、加藤文部長（金山町）が議長となり第1号議案から第4号議案まで
が原案通り可決承認されました。任期満了による役員改選では、会長に鈴木礼子氏（内郷）が選任されました。
　また、総会の席上において、昨年度新規部員の加入数が優れていた10女性部に対し表彰及び報奨金として目録の授与を行いま
した。
　通常総会に併せて実施した「女性部トップセミナー」では、県内6ブロックの代表者による商工会女性部主張発表福島県大会
が行われ、『女性部活動と地域振興・まちづくり～女性部って何のために入るの？伝統の活
動とコロナ禍を通じて見えてきたもの～』というテーマで発表した、県南地区代表・矢祭町
商工会女性部 常任委員 丸山美佳子さんが最
優秀賞（県知事賞）に選ばれ、7月25日に山形
県「やまぎん県民ホール」で行われる東北・北
海道ブロック大会への出場を決めました。
　翌11日には、『元気が出る話』～地域活性 
人間力が一番！！～と題し、ヒューマンポテンシャ
ル研究所 所長 渡辺勇氏による基調講演が行
われました。

　福島県商工会青年部連合会の第56回通常総会が5月12日（金）に郡山市「郡山ビューホテ
ル」にて開催されました。
　菅野昭則会長挨拶の後、福島県商工会青年部員顕彰として、人（ヒューマン）づくり部門、
ネットワークづくり部門、まち（地域）づくり部門、感謝状また、部員増強運動の顕彰が行われ
ました。
　その後、大河内俊樹氏（鹿島商工会青年部）が議長となって議案審議に入り、提出された全
議案が可決承認されました。第4号議案では任期満了に伴う役員選任が審議され、右記の通り
新役員23名が選任されました。

～県青連第56回通常総会開催～

商工会女性部トップセミナー・第56回通常総会開催される！
主張発表福島県大会 最優秀賞（県知事賞）に丸山美佳子さん（矢祭町商工会女性部）

最優秀賞受賞　丸山美佳子さん ヒューマンポテンシャル研究所 所長　渡辺 勇氏

《令和 4 年度新規部員加入実績》
第 1 位	 三島町商工会女性部　　6名
第 2 位	 松川町商工会女性部　　3名
	 三穂田町商工会女性部　3名
	 内郷商工会女性部　　　3名
第 3 位	 本宮市商工会女性部　　2名
	 只見町商工会女性部　　2名
	 楢葉町商工会女性部　　2名
	 大熊町商工会女性部　　2名
	 浪江町商工会女性部　　2名
	 鹿島商工会女性部　　　2名

第28期福島県商工会青年部連合会役員
役　職 氏　名 所属商工会
会　長 菅野　昭則 川 俣 町
副会長 渡邊　直栄 小 野 町
〃 橋本　秀和 矢 吹 町
〃 渥美　慎司 猪苗代町
〃 玉川　　陣 小 高
〃 瀬谷　慎一 田 人 町

理　事 水口泉太郎 保 原 町
〃 山田　美香 飯 坂 町
〃 林　　　淳 飯 野 町
〃 渡邊　将昭 富久山町
〃 小針　幹雄 岩 瀬
〃 常盤慎太郎 古 殿 町
〃 白土謙太郎 滝 根 町
〃 金沢　和也 棚 倉 町
〃 増子　雄一 矢 祭 町
〃 室井　　崇 南会津町
〃 武藤　隆弘 きたかた
〃 小池　一成 柳 津 町
〃 大河内俊樹 鹿 島
〃 橋本　正浩 三 和 町

監　事 小椋　　伍 大 玉 村
〃 川島　弘靖 田 村 町
〃 馬場　大輔 只 見 町

【令和５年度青年部顕彰受賞者一覧】
人づくり部門…………………… 飯田　一仁（磐梯町）
ネットワークづくり部門………… 林　　大助（川俣町）
まちづくり部門………………… 矢吹町商工会青年部
感謝状………………………… 藤倉　　学（桑折町）
	 髙橋　公助（都路町）
	 草野　好広（西郷村）
	 飯塚　幸知（きたかた）
	 渡辺　雄一（富岡町）
	 根本　貴弘（四倉町）
部員増強運動………………… 1位　船引町商工会青年部
	 1位　西郷村商工会青年部
	 1位　新地町商工会青年部

会長
鈴木礼子

県女性連新役員
役　職 氏　名 所属商工会
会　長 鈴木　礼子 内 　 郷
副会長 渡邉　富子 矢 吹 町
〃 三瓶　幸子 富 岡 町
〃 植木　和子 松 川 町
〃 佐賀　彰子 猪苗代町
〃 中村　洋子 逢 瀬 町

理　事 鈴木キヨ子 桑 折 町
〃 本多さつ子 あだ たら
〃 長谷川真美子 本 宮 市
〃 山平のり子 湖 南 町
〃 菅野　圭子 三穂田町
〃 田村久美子 岩 瀬
〃 鈴木　恵子 古 殿 町
〃 辺見加津子 西 郷 村
〃 石井冨士子 矢 祭 町
〃 齋藤　美希 南会津町
〃 樋口　和恵 会津坂下町
〃 加藤　　文 金 山 町
〃 新田由美子 西会津町
〃 野口美佐子 大 熊 町
〃 渡邉　　幸 浪 江 町
〃 瀬谷　光子 田 人 町

監　事 二瓶恵美子 滝 根 町
〃 諏訪　静枝 三 島 町

※理事・監事地区順
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知財のことならご相談ください
（相談・支援は無料です）
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